様式第１号（第３条関係）

集落ぐるみ獣害対策プラン

	策定年月日
	　　　　年　　月　　日


１．プランの概要
	プラン策定集落名
	

	実施期間
	　　　　年度　～　　　　　年度

	実施区域
	日野町　　　　　　　地先（別添区域図のとおり）

	プランの目標
	


注：実施期間は、５ヵ年としてください。
注：実施区域は、該当の地先を記入し、区域図を添付してください。

２．プランの策定にあたって実施したこと
	項目
	実施日
	内容（実施した内容にチェックを入れてください）

	研修会
	　　年　　月　　日
	□鳥獣の生態に関する研修会
□鳥獣の被害防除に関する研修会
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	集落環境点検
	　　年　　月　　日
	□集落内の誘引物の確認
□獣の移動ルートの確認
□被害マップの作成
□集落周辺の里山環境の確認
□防護柵の設置状況確認
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	合意形成
	　　年　　月　　日
	□被害状況の共有
□課題の共有
□獣害対策を実施することに対する集落内の合意
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	その他（　　）
	　　年　　月　　日
	


注：補助金交付要綱第４のプランの承認要件です。実施していない場合は、承認されません。

３．獣害に対する集落の現状と課題
	　被害を受けている鳥獣
（対象の鳥獣にチェックを入れてください）
	□シカ、□イノシシ、□サル
□アライグマ、□ハクビシン
□その他（　　　　　　　　　　　）

	被害箇所
	別添、区域図のとおり

	柵の設置および集落環境状況
	別添、区域図のとおり

	集落環境点検で確認した集落の課題
	区分
	課題の内容

	
	集落環境
	□獣を無意識的に集落に誘引している要因がある。

	
	
	





	□収穫残渣（生ゴミ、規格外野菜）
□収穫されずに放置されている果樹（放任果樹）
□お墓のお供え物
□水稲のヒコバエ
□畦畔雑草
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	□獣が集落に近付きやすい要因がある。

	
	
	

	□集落と獣の住処を分断する（緩衝帯）がない
□集落内に薮や荒廃農地があり、獣の住処となっている
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	対策
	□要因除去

	
	
	


	□収穫残渣、お墓のお供え物、ヒコバエなどの誘引物の管理について
集落内の申し合わせ事項がない。
□不要果樹の伐採について所有者の同意が必要
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	□防護柵

	
	
	




	□棲み分け柵（集落柵）周辺の雑草管理が出来ておらず、獣の侵入箇
所が分からない。
□電気柵の漏電
□防護柵の地際で地盤の弱い箇所があり、地際の掘り起こしにより獣
の侵入を許している
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	□追い払い

	
	
	

	□各農家が個人で追い払いをしている
□組織的な追い払いをする際の人員不足
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	□環境整備

	
	
	


	□植林された山が多く、餌資源となる広葉樹が少ない
□集落内に薮や荒廃農地があり、獣が逃げ込んでしまうため追い払いの際の支障となっている
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	その他
	


注：該当するものにチェックを入れてください。 
注：被害箇所が分かる地図を添付してください。
注：集落内の柵の設置状況や集落環境状況が分かる地図を添付してください。
注：集落環境点検により抽出した集落の現状と課題を記入してください。
４．３の課題に対して実施する必要のある対策
	課題に対して実施する必要のある対策
	区分
	対策の内容

	
	要因除去
	

	
	防護柵
	

	
	追い払い
	

	
	環境整備
	

	
	その他
	


注：実際に実施可能かどうかに関わらず、実施する必要のある対策をすべて記入してください。

５．対策の実施年次計画
	対策項目
	
	
	
	
	
	備考

	要因除去
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	防護柵
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	追い払い
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	環境整備
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



６．プラン体制に必要な組織体制
　　別添、組織体制図のとおり


７．経費内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	区分
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	当該補助金
	国費
	県費
	町費
	集落負担
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	



８．収支予算
（１）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	区分
	合計

	当該補助金
	国費
	県費
	町費
	集落負担
	

	
	
	
	
	
	


（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	区分	
	予算額
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	



９．年度別支出計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	事業区分
	年度

	
	
	
	
	
	[bookmark: _GoBack]

	(1)プラン策定事業
	
	
	
	
	

	(2)侵入防止柵整備事業
	
	
	
	
	

	(3)有害鳥獣追い払い用具整備事業
	
	
	
	
	

	(4)捕獲檻等整備事業
	
	
	
	
	

	(5)野生獣が近付きにくい環境づくり事業
	
	
	
	
	

	(6)先進的に取り組むモデル事業
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	



